外来・通所チームカンファレンス記録

	A.O.M
	S.G.M

	
	
	
	



平成30年6月12日（火）　　　　司会：工藤　弘美　　　記録：藤田　孝子

	矢幅
	橋本
	小川
	菅原
	小嶋
	慶長
	服部
	戸賀沢
	鳥谷部
	工藤
	馬場

	業務
	業務
	業務
	業務
	○
	業務
	業務
	○
	○
	○
	業務

	藤田
	佐々木
	三國
	紫葉
	
	
	
	
	
	
	

	○
	業務
	○
	○
	
	
	
	
	
	
	


· 出席者は記録者が印を付ける。

※出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。
＜全体連絡＞

・第1回院内研修　6/19（火）・20（水）17：30～18：30　会場：4階メモリアルホール

テーマ：「個人情報保護法」について　講師：個人情報管理委員会委員長　大山栄光さん

・職員旅行（一泊旅行）について
　日程：2班～6/21（木）～6/22（金）、3班･･･7/5（木）～7/6（金）

・各種研修会について、WIZ掲示板やメールで案内がきている為各自で目を通し、自己研鑚に努めていくこと。

・加湿器を庶務へ返却すること。送迎時などを上手く利用して速やかに返却していく。

　⇒6/11にデイケア分2台返却済、本日デイナイトケア分2台を返却予定。
・勤務について
　小嶋SGM：6/13（水）⇒みさわ勤務　　6/15（金）⇒年休
　鳥谷部：6/16（土）の勤務時間が8：30～17：30⇒8：00～17：00
・疾患別診療計画書について
　7/1付けで作成予定となっているが、書式は作成済みで利用に向けて確認中。時間がかか
る様であれば、大きな変更はない為、今までの書式で作成し、新書式にコピーしてもよいのでは。デイケア、デイナイトケアは全員作成、ナイトケアは週4回以上利用している方のみ作成。4月以降、利用回数等の変更も多かったので、間違えないように作成すること。今回は医師の評価は必要ないが、利用者様本人のサインが必要となっているため、利用回数の少ない利用者様の場合には予定を確認しながら進めていくこと。意向聴取者は臨床心理技術者か精神保健福祉士となっているため、他職種の場合には「小嶋SGM、担当者名」と記入すること。
＜利用者様情報＞

デイケア
・繁名　和恵　様～来所時より、しかめ顔で「頭が痛いから、静養室で休んでも良い？」と話す。バイタルサインの異常はなく、来所前ポンタールを服用したとの事でもう少し様子を見るよう促すと、ミーティングに参加後に静養室で休養している。休養後は声掛けでプログラムヘ参加。頭痛は軽減したと話し、昼食を摂取するが再び頭痛を訴え、鎮痛剤の服用希望あるが、服用間隔が短い事を伝えると「喉が痛い。腸が割れる。生理痛で。」等、次々と不調を訴えている。引き続き、経過観察していく。
・田名部　浩平様～本日就労継続支援B型施設「ここロード」を見学しており、見学時の状況を確認している。仕事内容の説明を聞き、見学をしてきたとのことで、印象については「まあ良かったです」とのこと。今後相談しながら体験利用を行うか決めるとのことで、決まった際には教えて欲しいことと、何か迷うことや悩んだ際にはいつでも相談するよう促している。
・上川原　豊　様～来所時にスタッフと薬の空包を確認、今朝までの空包が全て揃っている。他利利用者と表情良く交流持っている。午前中のプログラムは積極的に参加している。引き続き、生活状況・病状の確認をしていく。
・曽我　泰庸　様～来所予定時間になっても来所せず、本人の携帯電話に掛けているが、電話を切られてしまい、その後連絡がつかない為、兄様へ上記内容を伝えている。兄様が、「家が近いので様子を見に行ってみる」と話され、訪問時の様子については後から連絡をいただくこととしている。

デイナイトケア
・鈴木　真知子様～昼食後薬服用後、トイレに入っている。トイレから出てくると、涙目になっており、「家に帰りたい」と訴えがあり、昨日同様に説明すると、「分かりました」「来週まで待ちます」と返答している。今後も訴えのあった際は話を傾聴し、今後も青風荘と情報共有していく。
・倉橋　生子　様～青風荘より情報提供があり、昨日就寝前に、排便がないことを話していたとのこと。いつから排便がないか本人も記憶になく、スタッフが体調に関して話を聞くと、腹部の膨満感や腹痛はないとのこと。今朝スタッフに、「2回便が出た」と排便があったことを話している。本日のデイナイトケアでは、昨日の睡眠時間は約5時間とれたこと、排尿は順調にあることを話している。不調については、足が重いことと、右耳について耳鳴りがあることを話しており、医師に話すよう伝えている。上記内容を青風荘へ情報提供している。
・倉石　ヨシエ様～青風荘より情報提供があり、一人で歩行しているがまだ歩行状態が安定しないため、歩行する際にはスタッフに声を掛けて欲しいことを伝えている。以前、大腿部の蕁麻疹と診断されていた部分は改善してきたとのこと。本日のデイナイトケアでは、本人からの声掛けはなく、一人でトイレや作業員指導室に行くことがあり、手引き歩行や見守りで対応している。今後も歩行状態を観察し、見守り等の対応をしていく。
・千葉　輝夫　様～昨日、スタッフがトイレ清掃に入った際、洋式便器内にメモ用紙、クレヨン・鉛筆各3本、芯に巻かれたトイレットペーパーが大量に入っていたのを発見している。本日は、トイレ使用後確認するが上記行為は見られていない。また、今回初めてクレヨンで名前を書いたコップをスタッフが発見している。また、息子様が昨日着用していたズボンを持参され、前ポケット付近にクレヨンで名前が書かれているのを一緒に確認している。息子様から、なるべくクレヨンを使用しないでほしいとの要望がある。最近、認知機能の低下が進んでいる様子が窺えるため、今後も行動を観察して息子様と情報共有していく。
ナイトケア
・下妻　康貴　様～6/11（月）、若松邦生様が座学用具のみを持ち席を移動した際に、「席を変えるの」「ここに来てまで勉強するの」と声掛けすると、若松邦生様は座学用具を片付け、硬い表情をしスタッフに帰宅したい旨を伝え、帰宅している。「おれ、悪い事言ったかなー」「こんなことで直ぐ帰るなんて、こんなに自由で良いの」「社会に出たらこれぐらいで帰るようじゃだめだよね」と話しており、自身の発言や発言に対する相手の反応を気にしている様子が窺える。食事時間になると、「食事がのど通りそうにないよ」と言いながらいつもより、ゆっくりしたペースで全量摂取している。スタッフと穏やかな表情で話しているが、テレビを見ながら時々、テーブルに伏して過ごしている。
・若松　邦生　様～6/11（月）、下妻康貴様に席の移動や座学について言われると、表情を硬くし帰宅を希望し、玄関では「明日も休むかも」と話している。ナイトケア利用に関して「何をしてもいいはずなのに」と話し、ナイトケアの利用を始めた頃にスタッフより空いている席で座学をしてもいいと言われたことを話している。そのまま帰宅しており、本日は欠席となっている。
・駒木　洋士　様～6/11（月）17：50本人より架電、管理者と話したいとの希望あるが、不在であることを伝えると、本日腰痛があるためデイケアを欠席したことを話しており、6/9(土）に花の植え替えを中腰でしていたことが原因であると自身で振り返っている。昨日は、喫茶店で友達と4時間話した後、帰る際に腰痛があり杖をつかないと歩けない状態であったため、タクシーで帰宅したとのこと。明後日腰痛がある際には、また連絡しますと話しており、ゆっくり休養しデイケア利用に備えるよう伝え、電話を終了している。
＜インシデント振り返り＞
【概要】
　デイケア利用者上川原豊様が5/30（水）来所時に空包をスタッフと共に確認、今朝の治験薬の飲み忘れがあり、その場で服用している。
【問題点と対応】
・治験薬の場合、ルールが細かく決まっているため、青陽館にいる看護師、不在時は薬局に連絡し対応を相談しなければならなかったが、そのまま服用させてしまった。
⇒スタッフの相談、確認不足。実際は、朝食後6時間以内であれば服用可能とのことであった。本人の朝食時間、服用時間を確認していく。
※電子カルテではリスクマネージャーを選択しなければ、事故報告書があがらないので注意すること。
＜業務＞
・医療福祉学会進捗状況
　慶長・佐々木・鳥谷部・紫葉グループ⇒WRAP（元気回復プラン）について
　工藤・馬場・三國・柴崎グループ⇒嚥下について（嚥下機能向上を目指して）
・青陽館行事
　【納涼会】

実施予定日：8/10（金）
　　内容（予定）：昼食⇒冷やし中華　　　おやつ⇒スイカ
　　　　　　　　縁日屋台⇒飴せんべい、かき氷、水風船など
※企画書は実施予定日の1ヶ月前までに決裁がもらえる様に作成、提出する予定。
